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■軍都　宇都宮　明治40年、宇都宮が陸軍第14
師団の駐屯地として決定されたことにより、師団司
令部などの軍関係の施設が置かれ、「軍都」とし
て国防上重要な役割を担うまちとなった。
■旧市街地の大半が焼け野原に　昭和16年に始
まった太平洋戦争が終戦に近づいた昭和20年7月

12日午後11時10分、アメ
リカ軍のB-29爆撃機115
機が軍都宇都宮の上空に
襲来し、焼

しょうい

夷弾を投下。
　現在のJR宇都宮駅か

ら東武宇都宮駅の間に集中的に焼夷弾が落とさ
れ、旧市街地の大半が焼け野原となった。この
時の空襲では旧市街地周辺部にも焼夷弾が落と
され、死者620人以上、負傷者1,128人以上、被
害戸数9,173戸以上と甚大な被害をもたらした。

　その後もアメリカ軍機による空襲は何度か続き、市
民が不安な日々 を過ごす中、8月15日に終戦を迎える。
■戦後復興のシンボル「旭町の大いちょう」　戦
後いち早く戦災復興が進められ、宇都宮は全国で
もまれにみる復興を成し遂げた。
　この時、空襲で焼け野原となっ
た地に、黒こげになりながらも立
ち続け、翌年には新芽を芽吹か
せ、青 と々した葉を茂らせた「旭
町の大いちょう」は、市民に勇
気と希望を与え、心の支えとなった。
　現在、この木は市指定天然記念物となっており、
今も我 を々見守り続けてくれている。
問文化課☎（632）2764
※６月号の訂正　●誤約1500年前の海底火山
　　　　　　　　●正約1500万年前の海底火山

市民俳歌柳壇市民俳歌柳壇

◎俳歌柳壇　応募方法　１人に付き俳句３句、短歌３首、川柳３句以内。対象は市内在住の人で、未発表
作品に限ります。はがきに、作品 （漢字にはふりがなも付けて）・住所・氏名（ふりがな）・応募する壇名
を書き、毎月20日（消印有効）までに、〒320-8540市役所広報広聴課へ。俳句・短歌・川柳の併記は不可。
市内に在住か通学している小・中学生からも応募をお待ちしています。問広報広聴課☎（632)2028
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